
































よそ紀元 400 年から 1500 年くらいまでの書き言葉はラテン語であった。共通語
もラテン語であり、聖書やその他の書物なども、ほとんどラテン語で書かれてい






























































































彼女の作品は、『無の境地に達した飾らない魂たちの鏡』Le mirouer des simples 
ames anienties、俗に言う『純な魂たちの鏡』である。「単純な魂の鏡」と訳され
ることもあるが、適訳ではない。フランス語の simple は英語の simple に相当
する言葉だが「単純」というよりも「飾らない」、「飾り気がない」「素の」「純朴
な」という意味でここではつかわれている。他方この作品の原題の Le mirouer des 










1285 年から 1295 年の間とされる。『神曲』の年代と比べるなら『神曲』の構想が


































































































クスの聖女ワルプルガ（710-779）の名前であるとされ、その祝日も、5 月 1 日の
前夜ではなく、5 月 1 日のメーデーその日とされている。他方、北欧のノース人




































































 1308 年から一年半、幽閉されたあと、1310 年 4 月のころ、これは大変な人数
であるが、21 人の神学者からなる委員会が召集されて、15 項目にわたり『鏡』を






ソンヌサールのギアール （Guiard de Cresonesssart）がその人物で、審問録で
ベガルド（Beguinus）37と記録されている。ベガルドとは、ベギンの男性版であ
る。捕縛後は、両者の交流は許されなかった。ポレートに好意的な有力者には、パ












団の異端審問にもあたり、フィリップ 4 世美麗王（在 1285-1314）の聴罪司祭で
教皇のチャプレン（papal chaplain）でもあったドミニコ会士パリのギヨーム
（Guillaume de Paris）であり、『鏡』を検討するべく 1310 年 4 月に 21 人40の委
員会を招集した。ポレートは宣誓すら拒んだまま、1310 年 5 月 31 日に司直の手










































































































はなく、2 項目のみが明示されている状態である53。またこの 2 項目の誤謬を指摘
した文書それ自体には、誤謬を含む書物のタイトルも著者も不明として記録がな
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